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このジャーナルは地球環境保護のため再生紙と
環境に優しい大豆油インキを使用しています。
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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「カッパドキア」

カッパドキア（トルコ）は，標高 1 000メートルを越えるアナトリア高原中央部に広
がる広大な岩石地帯の大地をいう．特にキノコや煙突のような形の“妖精の煙突”と呼

ばれる多様な奇岩群が集中して林立するギョレメ国立公園はこの中に位置する．巨岩が

そびえる景観はまさに自然の造形美である．この不思議な自然美は，幾重もの硬柔の地

層が長い時を経て，重なり合いぶつかり合い侵食されて生み出された．この地には，古

代ローマ時代にギリシア人のキリスト教徒によって建設された地下都市がある．これは

地下 8階，深さ 65メートルに及ぶ巨大で高度な都市であり，それは高い技術の香りも
漂わせている．「ギョレメ国立公園およびカッパドキアの奇岩遺跡群」は，1985年，ユ
ネスコの世界遺産に登録された．

この自然美を，環境保全技術を含めた各コア技術の基盤と長い歳月の技術育成の結果

を象徴するデザインとした．
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6 年ぶりに，ジェイテクトエンジニアリングジ
ャーナルの編集にたずさわることになりました．
当時，テーマの対象範囲は転がり軸受とステアリ
ングが主でしたが，今では駆動製品，工作機械が
加わり，その範囲も大きく広がってきています．
ジェイテクトエンジニアリングジャーナルをご
愛読いただいているお客様のご期待に応えられ
る編集を目指して，これまでの経験を活かして取
り組んでまいります．
急激な景気悪化の底打ちがささやかれる中，新
しい「成長」への処方箋がかつてないほど切実に
求められています．現状の閉塞感を打破する重要
なカギの 1つは，「環境改善に寄与できる新製品・
新技術」です．今回は環境の取り組みに関しての
弊社の対応を多く紹介させていただきましたが，
今後は具体的なテーマを通して先進技術を紹介
したいと考えております． （柴田）

入社して 23 年，生産技術に関わる仕事に携わ
ってきました．この間，世の中の変化や会社の成
長とともに，その内容も大きく変わってきたよう
に感じます．6年前，“PPI（Products ＆ Process 
Innovation）”という言葉が社内に生まれたこと
もその 1つです．これまでの常識にとらわれず，

工法と製品を変革するという活動ですが，そのこ
・

こ
・
ろ
・
は，経営環境の激変に対抗し，新商品の量産

化に知恵を絞る技術者の基本姿勢となっていま
す．日々努力し成長し続ける生産技術者のモノづ
くりへのこだわりと技術力が本誌を通じて読者
の皆様に伝われば幸いです． （藤田）

昨年から続く経済状況の激変と呼応するかの
ように，我々を取り巻く様々な環境も，国内外，
分野を問わず，今まででは考えられない大きな
変化を見せています．環境が大きく変化した時生
き残るのは，より強いものではなく，環境の変化
に柔軟に対応し，すばやく変化できるものだとい
います．そのことは，技術の分野でも意識して，
社会に貢献していかなければなりません．
一部では，景気も底を打ったとの見方も囁かれ
始めています．しかし，私が業務で携わる工作機
械業界は，特に景気の影響を受けやすい業界とい
われ，まだまだ厳しい状況は続きそうです．だか
らこそ，この変化の中で柔軟に対応し，未来を見
据えた当社の最新技術・製品を，ジェイテクトエ
ンジニアリングジャーナルを通して紹介してい
きたいと思います． （長野）

編集後記


